
材
育
成
事
業
も
紹
介
さ
れ
、

国
内
外
の
小
売
関
係
者
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
業
界
関
係
者
と

の
活
発
な
情
報
交
換
の
場
と

な
っ
た
。
来
場
者
か
ら
は
、

日
本
に
お
け
る
ロ
ス
対
策
の

考
え
方
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

防
犯
技
術
へ
の
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
。

ブ
ー
ス
は
会
場
内
の
ド
リ

ン
ク
コ
ー
ナ
ー
向
か
い
側
に

設
置
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
立
ち
寄
っ
た
。そ
し
て
、Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
創
立
25
周
年
を
記
念

し
、
先
着
４
０
０
名
の
来
場

者
に
記
念
の
ス
マ
ホ
た
て
ボ

ー
ル
ペ
ン
が
配
布
さ
れ
た
。

ブ
ー
ス
内
は
国
際
会
議
に
参

加
し
た
各
国
関
係
者
と
の
交

流
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
。

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
を

テ
ー
マ
と
し
た
初
の
本
格
的

な
国
際
会
議
と
し
て
、「
第
22

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
売
業
者

大
会
（
以
下
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

２
０
２
６
）」
が
、10
月
７
日

か
ら
10
日
ま
で
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
日
本
小
売
業
協

会
会
長
、Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
（Fed

eration of Asis-Pacific Re
tailers Association

＝
ア
ジ

ア
太
平
洋
小
売
業
協
会
連
合

会
）
会
長
、
高
市
首
相
、
小

池
都
知
事
、
日
本
商
工
会
議

所
会
頭
が
挨
拶
。
そ
の
後
、

会
場
内
で
は
各
国
の
発
表
や

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
９
日
に
は
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ（
工
業
会 

日
本
万
引
防
止

シ
ス
テ
ム
協
会
）
主
催
の
ロ

ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
議
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
に
よ
る

「
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
東

京
共
同
宣
言
２
０
２
６
」
が

採
択
さ
れ
た
。

近
年
、
組
織
的
小
売
犯
罪

（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）、常
習
万
引
き
、

不
正
返
品
、内
部
不
正
、サ
イ

バ
ー
犯
罪
、
セ
ル
フ
レ
ジ
不

正
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
小
売
業
を
取
り

巻
く
ロ
ス
の
形
態
は
複
雑
化

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

人
手
不
足
や
高
齢
化
を
背
景

に
店
舗
運
営
の
効
率
化
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
主
催
の
ロ
ス

プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
議
で
は

「
ロ
ス
率
低
減
と
売
場
効
率

化
の
両
立
」
を
テ
ー
マ
に
先

進
事
例
の
共
有
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
で
主
催
者
で
あ
る
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
の
稲
本
義
範
会
長

（
高
千
穂
交
易
事
業
開
発
室

上
席
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
が

江
戸
し
ぐ
さ
の
「
傘
か
し

げ
」
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
で
会
場
の
笑
い
を
誘

い
な
が
ら
、「
伝
統
と
変
化
の

文
化:

日
本
の
ロ
ス
プ
リ
ベ

ン
シ
ョ
ン
」
と
題
す
る
挨
拶

を
行
っ
た
。

続
い
て
、渥
美
六
雄
氏（
日

本
リ
テ
イ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
チ
ー
フ
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
）
が
、「
商
品
ロ
ス
対

策
か
買
い
物
環
境
か:

リ
テ

ー
ル
産
業
の
課
題
」
に
つ
い

て
講
演
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
近
江

元
理
事
（
元
副
会
長
、
エ
イ

ジ
ス
リ
テ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
研

究
所
顧
問
）
が
モ
デ
レ
ー
タ

ー
を
務
め
、「
ア
ジ
ア
の
小
売

業
の
ロ
ス
と
、
経
営
課
題
と

し
て
の
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
に

議
論
を
進
め
た
。

事
例
発
表
で
は
、
Ｊ
Ｅ
Ａ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ

た
。会

議
の
最
後
に
は
、
参
加

者
を
含
め
た
形
で
共
同
宣
言

が
原
案
通
り
採
決
さ
れ
、
各

国
・
地
域
の
参
加
者
が
今
後

も
継
続
し
て
情
報
共
有
と
連

携
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

☆
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
ブ
ー
ス
で
、
多

彩
な
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン

技
術
を
紹
介

大
会
期
間
中
に
、
イ
オ
ン

や
ニ
ト
リ
を
は
じ
め
と
す
る

33
社
が
参
加
す
る
展
示
会

「
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ　

２
０
２

６
」
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

ロ
ス
は
残
さ
な
い
」
を
共
通

理
念
に
掲
げ
、
人
の
安
全
と

尊
厳
の
尊
重
、
国
際
的
な
協

働
の
推
進
、
Ａ
Ｉ
・
画
像
認

識
・
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
・
Ｅ
Ａ
Ｓ
な
ど

新
技
術
の
責
任
あ
る
活
用
、

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
に
く
い
店

舗
環
境
づ
く
り
、
次
世
代
人

材
の
育
成
、
社
会
全
体
で
の

ロ
ス
低
減
及
び
国
境
を
越
え

た
連
携
強
化
を
発
表
し
た
。

そ
し
て
、
稲
本
会
長
が
ロ

ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
世
界

的
権
威
で
あ
る
犯
罪
学
者
の

リ
ー
ド
・
ヘ
イ
ズ
フ
ロ
リ
ダ

大
学
教
授
、
葉
梨
康
弘
国
家

公
安
委
員
会
委
員
長
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者

及
び
食
品
安
全
） 

か
ら
届
け

ら
れ
た
共
同
宣
言
へ
の
賛
同

Ｓ
の
井
上
謙
二
理
事
（
日
本

Ｎ
Ｃ
Ｒ
コ
マ
ー
ス
）
が
「
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
お
け
る
ロ

ス
対
策 

日
米
最
新
動
向
」、

葛
天
旻
氏
（Dahua Technol

ogy Japan

）
が
「
欧
州
に
お

け
る
小
売
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ

ョ
ン
」、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
土
田
美

那
理
事
（
Ａ
Ｗ
Ｌ
）
が
「
イ

ン
ド
・
リ
テ
ー
ル
最
前
線
レ

ポ
ー
ト:

深
刻
な
ロ
ス
被
害

と
日
本
発
Ａ
Ｉ
エ
ッ
ジ
に
よ

る
不
正
対
策
の
革
新
」
を
紹

介
。
各
国
の
最
新
動
向
と
技

術
活
用
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。会

議
の
成
果
と
し
て
、
近

江
理
事
が
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ

ョ
ン
東
京
共
同
宣
言
２
０
２

６
の
「
小
売
業
の
未
来
に
、

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
分
野

に
お
け
る
最
新
技
術
や
協
会

活
動
を
紹
介
し
た
。

ブ
ー
ス
内
で
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
、顔
認
証
シ
ス
テ
ム
、Ａ

Ｉ
映
像
解
析
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
（
電

子
商
品
監
視
シ
ス
テ
ム
）、セ

ル
フ
レ
ジ
不
正
対
策
な
ど
、

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
会
員
企
業
が
提
供

す
る
先
進
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
展
示
。
小
売
業
界
が

直
面
す
る
万
引
き
、
組
織
的

小
売
犯
罪
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）、内
部

不
正
な
ど
の
課
題
に
対
す
る

具
体
的
な
対
策
事
例
を
発
信

し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
推
進

す
る
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン

活
動
や
産
学
官
連
携
の
取
り

組
み
、
推
奨
・
推
薦
制
度
、
人

日
本
で
国
際
会
議
を
開
催

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
６
で
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン

東
京
共
同
宣
言
２
０
２
６
を
採
択

高市首相が参加者に挨拶

ロスプリベンション会議の様子

会議の記念写真

挨拶をするJEAS 稲本会長

セルフレジ不正防止のための
冊子制作メンバーと

次回開催地のマレーシアの代表の方と

来場者やスタッフによるメッセージ 創価大学のロス対策研究メンバーも来場

JEASブースの対応風景

小売業の方々もメッセージを投稿

ブースで先着400名に配布されたボールペン

日本小売業協会の
増井副会長からのメッセージ

稲本会長と高千穂交易の市村豊氏による
「江戸しぐさ」傘かしげのパフォーマンス




